
































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ環境面 

バリアフリー化はできていない。 

活動を少人数のグループに分ける事で十分なスペ

ースが確保できている。 

 

Ｂ児童への支援内容 

コロナの影響もあり、対面での面談が困難だった

がビデオ通話や電話での相談を実施していた。 

一日の様子について連絡帳や送迎時の会話で課題

や状況について共通理解ができた。 

 

Ｃ事業所からの情報発信 

Facebook・Instagram で活動内容や外出先を発信

していた。子ども達も投稿を楽しみにしていた。 

コロナ禍での受け入れや、利用時間の変更なども

LINEや電話で周知されていた。 

 

 

 

Ａ環境面 

衛生面では除菌や空気清浄機を使用。また定期的

に喚起を実施した。 

活動グループ化によって、密状態を回避できた。 

 

Ｂ児童への支援内容 

個別のケースごとに職員との支援方針の統一を

した。 

保護者の方とも必要があれば連絡をとり、家庭内

での様子も聞き取りを行い周知した。 

 

Ｃ関係機関との連携 

コロナの影響もあり今年度も外部との交流は実

施できていない。 

港北区自立支援協議会児童部会・神奈川区放課後

デイサービス連絡会に参加。 

個別のケース会議を学校と他事業所参加で実施。 

 

Ｄ保護者への説明責任・信頼関係 

事業所のコロナ禍での対応については都度各家

庭に LINEや電話にて周知徹底。 

進学や就労に向けた個別の相談にも対応できて

いた。 

 

【共通点】 

感染症対策や休校時の受け入れ等については都度周知する事が出来ていた。 

進学や就労に向けた課題の共通理解や相談にも対応ができていた。 

個別の課題については学校や他事業所とも連携しケース会議を実施。家庭へもフィードバックができていた。 

 

【相違点】 

アンケート結果については概ね良い評価が多く見られたが『わからない』のチェックも多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員による自己評価 

 

保護者による評価 

事業所内での分析 

事業所自己評価シート         令和 3年度 
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・岸根店とも検討し「活動予定表」の導入。なるべく混乱の起きないよう配慮した形での周知方法を検討

する。 

・感染症の状況にもよるが、保護者会や事業所見学会等を実施し保護者同士の横の繋がり作りの機会を提

供。 

・各職員が専門性を深める研修や勉強会へ参加する。 

・避難訓練実施時に各家庭にフィードバックを行う。 

 

・就学・就労についての個別の相談や課題点につい

て各家庭と共通認識を持つ事ができている。 

 

・コロナ対応や緊急対応についての情報発信を迅速

に行い各家庭へ伝える事ができている。 

 

・関係機関（学校・他事業所・相談支援）との連携

を継続的に実施できている。 

 

・何よりも利用者本人たちが「行きたい」と思って

もらう事ができている。 

 

・次月の活動や外出先の周知ができていない（天

候等によるイレギュラー発生時の混乱を避けるた

め周知していない）。 

 

・スタッフ個々の専門性を深める研修や勉強会の

実施。 

 

・例年『わからない』や『いいえ』の返答の項目

に変化がない。 

 

・保護者会・懇親会の実施（今年度は高等部卒業

生のみ対象に実施した）。 

分析・検討してみて… 

事業所の強み 事業所の改善点 

事業所の改善への取り組み 

～自己評価を行っての事業所としての感想など～ 

コロナ禍での事業所運営について、保護者の方々にはご理解とご協力をいただきながらの１年だった。 

感染症対策の一環として、外部研修や勉強会への参加を見送る事が多く、スタッフの専門性を深める事が自事業所でのミー

ティングや研修のみだったので、次年度は積極的な参加（対面・オンライン形式含め）を促していきたい。 

これからも「行きたい」「通いたい」と思ってもらえる事業所運営をしていきたい。 


